
社会保障 北欧とアメリカの違い 
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北欧諸国（スウェーデン、ノルウェー、デンマーク、フィンランド）とアメリカでは、年収・税制・福祉・

「手取り」感覚に大きな違いがあります。以下に、それぞれの特徴と対比を示します。 

🇸🇪🇩🇰🇳🇴 北欧諸国の特徴（高福祉・高負担） 

項目 内容 

   所得税・社会保険料 
非常に高い（年収の 40～60％が税・社会保障費） 

累進課税が強く、年収 1000 万円超では 60％近い負担も 

   消費税（付加価値税） 約 25％（食料品など軽減あり） 

   手取り 
額面より大幅に減るが、 

→ 公共サービスで補填されるため実感としての不満は少ない 

   教育 幼児教育から大学までほぼ無償＋学費手当 

   医療 原則無料（または非常に低額） 

   育児・介護 長期の育児休業・給付金制度、保育園も手厚く、公的介護が充実 

   所得格差 小さい。ジニ係数が低い（再分配効果が高い） 

   実質可処分所得 低く見えるが、支出が少ない＝実感的には安定した生活 

🇺🇸 アメリカの特徴（低福祉・低負担） 

項目 内容 

   所得税・社会保

険料 

所得税は日本より低め。社会保険料も州・職場により異なるが総じて北欧

より低負担 

   消費税（州税） 0～10％程度。連邦消費税なし（州ごとに異なる） 

   手取り 額面と手取りの差が小さい（特に低所得層） 

   教育 
高校まで無償だが、大学は非常に高額（数百万～数千万円）。奨学金負債

が社会問題に 

   医療 
民間保険中心。無保険者も多く、自己負担が極端に高額。破産原因の上

位 

   育児・介護 育児休暇なし（無給）、保育料も非常に高い。介護制度も貧弱 

   所得格差 非常に大きい（再分配が弱い）。ジニ係数は先進国で最悪レベル 



項目 内容 

   実質可処分所得 
高収入者には有利だが、中低所得者は教育・医療で多額負担＝生活は不

安定 

             実質「生活のしやすさ」の違い（例：年収 600 万円相当） 

比較項目 北欧 アメリカ 備考 

額面年収 600 万円 600 万円 同じと仮定 

手取り 約 330 万円前後 約 500 万円前後 北欧は高負担だが… 

教育支出 0～低額 数百万円（大学） 北欧は大学無償、米は有償 

医療支出 ほぼ 0 数十～百万円超 保険なしだと破産レベル 

保育費 月 1 万円以下 月 10～20 万円 公立待機も多い米 

年金安心感 高い 低い 米は老後破綻リスク高い 

実質生活の安定 ◎ △～× 社会全体の安心感が違う 

    結論：どちらが「豊か」か？ 

比較軸 北欧モデル アメリカモデル 

「安心」 
◎ 教育・医療・老後に不安が少な

い 

× 自己責任主義。事故・病気で生活困

窮のリスク 

「自由」 △ 税・制度が厳格（高負担） ◎ 自由に働ける・起業しやすい 

「不平等の少なさ」 ◎ 所得再分配が効いている × 所得格差が激しい 

「個人努力の成果

反映」 

△ 税制が再分配的で成功者は取

り分減少 
◎ 成果が収入に直結しやすい 

    日本への示唆 

日本は中間的ですが、最近はアメリカ型に傾いてきたと言われています（社会保障の後退、自己

責任論の拡大）。しかし、北欧型のように「手取りが少なくても安心して暮らせる社会」への転換を

図ることが求められています。 
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